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平成 18年度「海外文化研修」報告書

1. はじめに

外国の言語文化や地域社会について学習する

者にとっては、たとえ短期間ではあっても現地を

じかに体験することは極めて有意義かつ剌激的で

あり、その学習効果も大きい。法文学部国際言語

文化学科の欧米系3専攻では、平成9年度の学科

新設に伴って、新カリキュラムに「海外文化研修」

を授業科目 (4単位）として導入し、集中語学訓

練やホームステイなどを通したコミュニケーショ

ン能力の向上と異文化理解の深化を図るべく、海

外での研修を実施してきた。

平成18年度9月には、特別企画として、言語・

文化の研修のみならず、プログラムの後半に4言

語グループ洪、独、仏、西）がブリュッセルで

合流して EU(欧州連合）の主要機関を訪問しな

がら学ぶ4週間の研修を実施した。この企画の特

色は、これまで各言語履修コース（専攻）が別々

にそれぞれの研修を行っていたことに対して、今

回は共通部分を設け、各グループがそれぞれの国

での研修を終えたのちに、全員で共通のテーマに

関するセミナーを受講しながら周遊するというこ

とである。この企画は、欧米系教員合同会議の海

外文化研修委員会を中心に進めてきたものである

が、他大学にも例のない、内容的にも独創的な研

修計画であった。これまで各言語コースで研修を

企画・引率してきた教員が、その経験を集大成し、

ヨーロッパの言語・文化に関する新たな教育方法

を模索する中で着想されたものである。実施に際

しては、 EU駐日欧州委員会代表部の全面的な協

力とサポートがあった。

欧米系言語教員海外文化研修委員会

委員長 金城宏幸（スペイン語）
‘ 

吉井巧ー（ドイツ語）

石川隆士（英語）

奥儀峰奈子 (II ) 

宮里厚子（フランス語）

今回のプロジェクトの主たる目的は、現代ヨー

ロッパを理解するうえで欠くことのできない欧州

連合 (EU)について学ぶ契機にすることと、同

科目を共通教育の外国語関連科目や他の専門科目

と連動した外国語教育の中核的・総合的な専門科

目へと位置付け、発展させることにあった。参加

を希望する学生には、共通教育の外国語科目 (6

~8単位）と専門科目の 「ヨーロッパ文化論」 (2

単位）を必修とし、「EU研究入門J(2単位）を

推薦科目として課した。教員側の予想はある程度

的中し、これらの外国語科目における学生の学習

意欲は普段より高く、関連授業群を活性化する一

定の効果があったように思える。多くの学生が関

心を示し、法文学部が中心とはいえ、学内全学部

からの参加者があり、特に 「EU研究入門」にお

いては新設科目ながら85名の受講者があった。

さて、現地での研修を行う約1年前から、こう

した関連科目群を連動させる形で研修地の言語文

化や社会事情に関する準備をさせて実施に臨んだ

わけだが、最終的に55名の学生（英語班21名、

ドイツ語班16名、フランス語班8名、スペイン

語班10名）に5名の教員が引率することになり、

正規授業科目として実施される海外研修としては、

おそらく本学最大のものであった。以下に、各言

語グループの研修の様子をそれぞれの担当教員が

概説し、本研修の成果に関する全体的な自己評価

を試みる。4言語共同のEU研修部分の詳細につ

いては、 TillWeber准教授に英文で別に記述して

いただくことにする。

-59-



2. 各言語グループの研修形態

1) 「英語グループ」

照遷への海外研修としては短大部以来長い歴

史を持つが、今回は初めて英語の母国である．「英

国」における研修となっt¼ 参加者は 21人で、

内訳は法文学部国際言語文化学科 16名、総合社

会システム学科2名、医学部3名。男9人、女子

12人のという内訳である。

後半のEU研修に合流するまで、イングランド

での滞在は 10日間、そのうち語学研修としてヨ

ーク大学のプログラムに参加したのは 1週間と、

4言語グループ中最も短いものとした。その理由

は費用である。現在非常に換算レートの裔い英国

においては滞在費がかさむ。最終的には最も短い

滞在期間にもかかわらず4言語中最も高い費用と

なった。

しかし、ヨーク大学における研修は非常に充実

しており、そのコストパフォーマンスは最大であ

った。特にこれまでいくつかの大学の研修プログ

ラムを実際に体験してきた（ハワイの場合は研修

をコーディネートするワークショップにも参加し

た）経験から言えば、ヨーク大学の内容はベスト

であっt4研修前から説明を受けていたが、それ

は英国式のトレーニングに基づく。つまり単に知

識の詰め込みではなく、常に学生の主体的な発信

に重きを置いているのである。それゆえたった一

週間にもかかわらず、すべての学生が最終講義で

魅力的なプレゼンテーションを行うことができた。

また、ホームステイ先のクオリティの高さも特

筆すべきものがあった。これまでの研修先では必

ず大きなトラブルに見舞われt4それはホームス

テイがひとつのビジネスに堕してしまっている結

果であるが、今回はヨーク大学自身が入念に選考

した家族が配されており、学生自身との事前のや

り取りを積極的に奨励するなどの手厚い配慮がな

されていた。もちろん通学距離の不公平など、ま

った＜トラプルがなかったわけではないが、学生

たちは大いに満足したようであった。

（文責：石川隆士、奥儀峰奈子）

2)「ドイツ・グループ」

参加学生 16名は、まずクラス分けテストの

結果により二つの学習レベルに分かれて、協定

校であるデュッセルドルフ大学にて2週間の集

中語学研修（午前中のみ）を行った。その間、一

人ないしは2名でホームステイ(1名のみ本人の

希望により大学学生寮へ）。ホームステイ先の家

族は、このような、まだドイツ語が十分に話せ

ない外国人学生に理解のある人たちが厳選さ

れており、この点で参加者の満足度は極めて高

かった。詳細は参力詞手＼のアンケート結果の分

析を読んでいただくとして、言語のトレーニン

グだけではなく(10日間の授業のみで飛躍的に

語学力がつくとは受講者自身も期待していな

い）、異文化との直接の触れ合いや交流という観

点から、ホームステイ先の「良し悪し」は、海外

研修全体の評価や満足度を左右する非常に重

要なファクターである。授業、それに週末の遠

足や多彩な学外プログラム（デュッセルドルフ

旧市街「アルトシュタット」散策、オペラ「カル

メン」鑑賞、ケルン市街「大聖堂」訪問、オーバ

ーハウゼン「巨大ショッピングモール」で買い

物、ボン市街「ライン）II」散策、ネアンデルター

ル「歴史博物館」見学、「水族館」見学、サッカ

一試合「ブンデスリーグ」見物）に参加する時間

よりも、ホームステイ先の家族と身振り手振り

で沖縄のことを話したり、一緒にテレビを見た

りする時間のほうが多いし、何よりも、この人

と今コミュニケーションしたい、しなければな

らないという必然性があるので、学習意欲も自

ずと高まる。

初めての、慣れない外国生活を経験した参加

者の中には、緊張のあまりか体調を崩したり、

真夜中にホームステイ先から引率教員の携帯

に、「学生がまだ帰宅しない」という連絡がきて

あわてたり（バスに乗り間違えた）、それなりの

小さな「トラブル」もあったが、参加者全員にと

って、極めて密度の濃い貴重な異文化体験がで

きた2週間であったと思われる。

（文責：吉井巧ー）
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（語学研修の様子、 ドイツ語）

3) 「フランス語グループ」

フランス・グループには 8人の参加者があり、

専攻学生こそいなかったが、法文学部・農学部・

医学部と、少人数の割には複数の学部から参加が

あった。

琉球大学はフランス本士に4つの協定校を有し

ているが、地理的条件や語学学校の有無とその開

講時期等が本研修にうまく適するものがなかった

ため、パリにある私立の語学学校を研修校とした。

参力時fは研修校のホームページを通じて出発前に

レベル分け試験を受け研修に臨ん芯各クラスは

10~12人程度で、先生方の教え方も分かりやすか

ったと学生達ぱ満足していたが、パリの語学学校

がたいていどこでもそうであるように、（特に初

級）クラスの日本人受講生の割合が高く、日本で授

業を受けているようだったとの声も聞かれた。

滞在形式は、語学学校の紹介してくれたフラン

ス人家庭でのホームステイだった。ホストファミ

リーは様々で、複数の学生を受け入れている家庭

もあったようだが、学校が同一国籍の学生は一緒

の家庭に入れないという方針を取っていたことも

あり、授業中とは違い、基本的には家に帰ると日

本語が使えない状況に学生たちはおかれていた。

ちなみに、参加者のほとんどは「基礎フランス語

I・II」と 「基礎フランス語会話」を履修したに過

ぎず、その状態でホームステイさせるのは不安も

あったため、出発前の夏休み期間中に補習を行い、

そこでホームステイで必要になるであろう表現を

学習する一方、相手の言うことが分からないとき

はどうするか、どのようにすれば会話が膨らむか

など助言も与えておいた。

学校と家庭以外では、語学学校が開催する週に

1~2度のアクテイヴィティーや週末の遠足に参

加し、それ以外の日は、参加者たちは基本的に自

由にパリ観光をして放課後を過ごした。 出発前は

自分たちだけで行動することを不安がっている者

もいたが、自分でプランを立てて行動したため、

研修の後半2週間で団体で見学した観光地よりも、

一つ一つの場所が鮮明に記憶に残っているようで

ある。

その他フランス・グループでは、その年の IO

月から本学に教育実習に来ることになっていたパ

リ第7大学の学生に連絡を取り、滞在期間中数回

パリの案内をしてもらったことも特筆しておきた

い。参加者全員が会うことはできなかったようだ

が、フランス人学生と交流できたことに学生たち

は非常に満足していた。さらに一部の学生は、そ

のフランス人学生が琉球大学滞在中、引き続き交

流を深めていたということも付け加えておく。

また、研修後、学生たちは 「EUとフランス」

というテーマでレポートを仕上げることになって

いたが、その参考資料とするため、パリ滞在中に

アンケート用紙を作り学校の先生やホストファミ

リーに答えてもらっていた。帰国後に集まり、ア

ンケートの回答を各自で訳してもらった。経済、

文化的アイデンティティなど会話では到達するこ

とができなかったレベルの話題を改めて文字で見

ることで理解が深まり、それなりの学習効果があ

ったようである。

最後にフランス・グループの研修を総評すると、

参加者の評価が高かったのは、 2週間同じ場所に

滞在し語学学校に通ったことで落ち着いて学習で

きたという点と、自分たちで計画を立てて観光で

きたという点である。一方で、今回は専攻生がい

なかったということもあるが、せっかく研修に参

加しても、帰国後もフランス語の学習（履修）を

続けている学生が半数しかいないことも事実であ

る。今後副専攻制度が導入されれば状況は変わる
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